
アジア高校生架け橋プロジェクト第２期生約200名が来日し、北海道から沖縄まで日本全国各地での生活が始まりました。地域の皆さんと交
流しているコメントや写真も届き楽しく拝見しています。留学生や皆さんにとって素敵な体験となることを願っております。

（架け橋プロジェクトチーム　チーム長　槇原政徳）

異文化理解はまず身内から。来日したての架け橋生を支えてくれた学生ボランティアの中には、多くの大学生留学生の姿もありました。共に
働く中で戸惑いもあったことと思います。異文化の壁とそれを乗り越える面白さを、身をもって体験した夏ではなかったでしょうか。

（架け橋プロジェクトチーム　橋本絵美子）
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AFSでは、留学生が母国を出発する前に各国で「出発前オリエンテーション」を開催します。
留学生はプログラム参加の意義とともに、異文化理解や安全対策に関する事前学習を経て来日し
ます。

出発前オリエンテーション出発前オリエンテーション

2019年６月１日、SISLO＊は「出発前オリエンテーション」をスリランカで実施。留学生の ①渡航前ガイダンス、② 生活・文化学習、
③思いやりの心をはぐくむ活動を目的に行いました。

①鍋に湯をわかし、ざるにいれた鶏ひき肉をい
れ、泡立て器で軽くまぜ、色が変わったら取
り出し、水気をきる。（酒を入れる代わりに、
湯通しして鶏肉の臭みをとる）
②鍋に醤油、砂糖、水、生姜汁を入れ、肉をいれ、
まぜながら中弱火にかけ、少し汁が残る程度
で火を止める。
③すし飯にひき肉をのせてできあがり。彩りよ
くするためにさやいんげん、卵、たたき梅を
のせてもよい。

アジア高校生架け橋プロジェクト来日人数内訳（国・地域別）
インドネシア（26）、カンボジア（9）、タイ（15）、ブルネイ（3）＊、ベトナム（16）、マレーシア（23）、ミャンマー（12）、ラオス（11）

インド（16）、韓国（9）、スリランカ（8）、中国（7）、トルコ（2）＊、ネパール （2）、香港（2）＊、パキスタン（4）、バングラデシュ（3）、
フィリピン（18）、ブータン（2）、モンゴル（9）

＊印＝2019年度から新たに参加する国・地域です。

第１期の先輩ギーシャニー（写真中央）も参加。第２期生は一緒に楽しく学ぶことができました。
寄稿：SISLO代表室室長・AFSリターニー 
 サラ・セナラス

アルコールを含むお酒・みりんを使わず、
ハラルミートで作るお弁当レシピを紹介します。

（翻訳：架け橋プロジェクトチーム　上飯坂朗子）
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2019年8月4日（日）および8月21日（水）、「ア
ジア高校生架け橋プロジェクト」第2期生約
200人が成田国際空港に到着しました。生徒
たちは、深夜・早朝に各地を出発したためか
疲れもあったようですが、到着ゲートで出迎
えた学生ボランティアを見つけると、弾むよ
うな笑顔を見せました。ボランティアに日本
語で話しかけるなど、早くも積極性が見られ
ました。

4日に来日した第1陣はおよそ2週間の研修を
受け、21日に来日した第2陣と合流。成田市
内のホテルで3日間の「到着オリエンテーシ
ョン」を受けたのち、北海道から沖縄まで全
国各地域へ配属されました。第2期生は、
2020年3月22日まで、日本人生徒や地域と
の交流を深めます。
（架け橋プロジェクトチーム　志村貴司）

第1陣
（8月4日～）

第2陣
（8月21日～）

（札幌新陽高等学校）

登校初日の架け橋生

＊スプートニク・スリランカ （SISLO）
スプートニク・スリランカ （Sputnik International Sri Lanka Organization： SISLO） はスリランカの
NGOです。AFS日本協会の協力機関として、スリランカの生徒の募集・選考・サポートを行っています。

日本の習慣・文化、ごみの捨て方、衛生管理
などを学び、ファーストエイドの訓練も受け、
家族と離れて暮らす生活の準備をしました。

1

スリランカについて調べてレポートを作成。
伝統的なお菓子３種類の作り方も学びました。
スリランカを日本で紹介できるようになりました。

2

日曜日ごとに果物の木を１本
植える活動「Friends for Trees」
を開始。周りと調和しながら
生きること、他者を思いやる
心を学びます。

3

お 菓 子 作 り

Friends 

for Trees

鶏そぼろご飯
（４人分）

KAKEHASHI
REC IPE

●ハラル鶏ひき肉＊　300g　●ハラル醤油＊　大さじ３　●水　大さじ３　
●砂糖　大さじ４－５　●生姜汁　小さじ１－２（別途、すし飯用に、ハラル用のすし酢を使用）材 料

作り方
・ベジタリアンの場合、肉のかわりに「大豆ミート」
でもOKです。
・ハラル醤油がない場合、醤油を「八丁みそ」大さじ
１に代えてもOK。

ポイント

監修　グリーンキッチン代表　
　　　奥田ゆかりさん

（編集：架け橋プロジェクトチーム　板東美穂）

今年度、ハラル対応が必要な生徒に対して、毎
月、調味料やレトルトカレーなどの「ハラルパ
ック」をお送りします。2019年9月のパックに
は、レシピにあるハラル醤油が同梱されていま
すので、ぜひご活用ください。

Welcom
e

　 to J
apan!

KAKEHASHI
TIMES

（材料＊印）
!第  期生、約      人が来日

20カ国・地域から

2 200



到着オリエンテーション

ASIA KAKEHASHI PROJECT 2019−2020

第1陣生徒の研修・交流1

2
2019年8月22～24日、千葉県成田市内のホテルで、第2期生約200人が「到着オリエンテーション」（以下、オリエン）
に参加しました。オリエンに先立ち、8月5～20日、第1陣で来日した115人が日本語学習・マナー講座・SDGs学習・
国際会議や運動会などさまざまな研修・交流を体験しました。（架け橋プロジェクトチーム　若生麻衣）

食事への対応 架け橋生の

日常・取り組みを

Instagramで発信中　

レベル別クラスによる講義に
加え、歌・かるた・パフォー
マンスやスピーチ大会など、
楽しく学べる授業を 5 日間に
わたり実施しました。
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8 /13
英語と日本語を使い、こ
れから体験する日本での
生活への期待・不安・予
想される困難について、
グ ル ー プ ご と に 意 見 交
換。学生ボランティアが
議論の深まりを注意深く
見守るなか、滞在への準
備を進めました。

ホストコミュニティに到着した架け橋生
（AFSつくば支部）

早朝から次々と全国各地に旅立った架け橋生。
ここから、異文化理解への旅がはじまります！ホスト
ファミリー、寮そして受入れ校のみなさん、よろしくお
願いします。

架け橋生は、宗教も文
化的背景も多彩です。
イスラム教・ヒンズー
教を信仰する生徒への
対応として、千葉県内
の飲食店の協力を得
て、配食しました。 @asia_kakehashi 

#asiakakehashi 

架け橋生の素顔や日常生活は

もちろん、全国各地の学校・

寮での取り組みも紹介しています。

留学中に予想される困難は？協調・協力とは？
意見を出し合い、課題を完成

日本での交流活動を
さらに深化する
研修も！

【事前学習】
持続可能な開発目標 (SDGs) の学
習ワークショップを実施。1 日目
は職員が概論を説明したあとクイ
ズとグループワークを、2 日目は
ポスターセッションとプレゼン
テーションを行い、後日のカン
ファレンスに備えました。

8 /14～15

8 月 18 ～ 20 日、名古屋大学
にて、名古屋大学教育学部附属
高等学校主催の「アジア高校生
国際会議（Global Discussion）」
に参加。日本の高校生とともに、
SDGs の到達目標にそったグ
ループワークとポスターセッ
ションを行い、学びと交流を深
めました。

8 /18～ 20
【アジア高校生国際会議
 （Global Discussion）】

SDGs学習

ハラル対応・ベジタリアン
対応食も充実！TOPIC

オリエンを支えた学生ボランティア

第 1 陣研修のサポート、到着後オリエンの企画・運営は、全国各地から集まっ
た 47 人の学生ボランティアが担当。グループリーダーを中心に、班単位でさま
ざまなアクティビティを実施しました。日本人学生のほか、国内の大学で学ぶ韓
国・バングラデシュやマレーシア出身の学生ボランティアが初参加しました。

8 /5 ～ 8 /2 4

事前課題をもとに作成した日本語テストを実施。
直前まで自作の単語・ノートを確認していた生徒
たちは、緊張した面持ちでテストに臨みました。

やさしい？むずかしい？日本語テスト

 　

8 /2 2

日本語教師の感想
生徒はみな選ばれてきた
だけあって学習意欲があ
り、性格もよい子たちが
多く、楽しかったです。

マナー講座日本語教育

第 1陣で来日した８カ国 115人の架け橋生は、このほか、金銭教育、平和学習、日本映画の鑑賞や成田山見学などを実施しました。

日本語テスト グループワーク・発表

学生ボランティアの活躍
オンワード（全国各地への移動）

第　期生 が「到着オリエンテーション」に参加2
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まぜながら中弱火にかけ、少し汁が残る程度
で火を止める。
③すし飯にひき肉をのせてできあがり。彩りよ
くするためにさやいんげん、卵、たたき梅を
のせてもよい。

アジア高校生架け橋プロジェクト来日人数内訳（国・地域別）
インドネシア（26）、カンボジア（9）、タイ（15）、ブルネイ（3）＊、ベトナム（16）、マレーシア（23）、ミャンマー（12）、ラオス（11）

インド（16）、韓国（9）、スリランカ（8）、中国（7）、トルコ（2）＊、ネパール （2）、香港（2）＊、パキスタン（4）、バングラデシュ（3）、
フィリピン（18）、ブータン（2）、モンゴル（9）

＊印＝2019年度から新たに参加する国・地域です。

第１期の先輩ギーシャニー（写真中央）も参加。第２期生は一緒に楽しく学ぶことができました。
寄稿：SISLO代表室室長・AFSリターニー 

サラ・セナラス

アルコールを含むお酒・みりんを使わず、
ハラルミートで作るお弁当レシピを紹介します。

（翻訳：架け橋プロジェクトチーム　上飯坂朗子）
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2019年8月4日（日）および8月21日（水）、「ア
ジア高校生架け橋プロジェクト」第2期生約
200人が成田国際空港に到着しました。生徒
たちは、深夜・早朝に各地を出発したためか
疲れもあったようですが、到着ゲートで出迎
えた学生ボランティアを見つけると、弾むよ
うな笑顔を見せました。ボランティアに日本
語で話しかけるなど、早くも積極性が見られ
ました。

4日に来日した第1陣はおよそ2週間の研修を
受け、21日に来日した第2陣と合流。成田市
内のホテルで3日間の「到着オリエンテーシ
ョン」を受けたのち、北海道から沖縄まで全
国各地域へ配属されました。第2期生は、
2020年3月22日まで、日本人生徒や地域と
の交流を深めます。
（架け橋プロジェクトチーム　志村貴司）

第1陣
（8月4日～）

第2陣
（8月21日～）

（札幌新陽高等学校）

登校初日の架け橋生

＊スプートニク・スリランカ （SISLO）
スプートニク・スリランカ （Sputnik International Sri Lanka Organization： SISLO） はスリランカの
NGOです。AFS日本協会の協力機関として、スリランカの生徒の募集・選考・サポートを行っています。

日本の習慣・文化、ごみの捨て方、衛生管理
などを学び、ファーストエイドの訓練も受け、
家族と離れて暮らす生活の準備をしました。

1

スリランカについて調べてレポートを作成。
伝統的なお菓子３種類の作り方も学びました。
スリランカを日本で紹介できるようになりました。

2

日曜日ごとに果物の木を１本
植える活動「Friends for Trees」
を開始。周りと調和しながら
生きること、他者を思いやる
心を学びます。

3

お 菓 子 作 り

Friends 

for Trees

鶏そぼろご飯
（４人分）

KAKEHASHI
REC IPE

●ハラル鶏ひき肉＊　300g　●ハラル醤油＊　大さじ３　●水　大さじ３
●砂糖　大さじ４－５　●生姜汁　小さじ１－２（別途、すし飯用に、ハラル用のすし酢を使用）材 料

作り方
・ベジタリアンの場合、肉のかわりに「大豆ミート」
でもOKです。
・ハラル醤油がない場合、醤油を「八丁みそ」大さじ
１に代えてもOK。

ポイント

監修　グリーンキッチン代表　
　　　奥田ゆかりさん

（編集：架け橋プロジェクトチーム　板東美穂）

今年度、ハラル対応が必要な生徒に対して、毎
月、調味料やレトルトカレーなどの「ハラルパ
ック」をお送りします。2019年9月のパックに
は、レシピにあるハラル醤油が同梱されていま
すので、ぜひご活用ください。

Welcom
e

 to Ja
pan!

KAKEHASHI
TIMES

（材料＊印）
!第 期生、約 人が来日

20カ国・地域から

2 200
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